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２つのプロジェクトが動き出しています！ 

 「森とイエ プロジェクト」がス

タートして7年が経ちます。仲間

も増え、いろいろな方たちに支え

られてここまで来ました。そのよ

うな方たちに、地域コンセルジュ

として初めにお話しするのが「森

とイエ」設立の“経緯”や“想い”

です。ここで少しだけそのことを

お話ししようと思います。当時は、

ハウスメーカーの進出、公共工

事の縮小など地域の工務店に

とっては厳しい状況でした。その

“危機感”から、何とかしたいと

言う想いで工務店さんたちが相

談に来たのが始まりです。言葉

では危機感も持つと言うのは簡

単ですが、本気で危機感を持つ

ことは難しいことです。その時、

工務店さんたちが本気で危機

感を持っていると感じました。そ

して、「生き残るためには、自分

の会社の利益だけを考えていて

もダメ。地域が無くなれば自分

の会社も生き残れない。地域と

共に生きて行くことを考える。」と

言う今までの工務店のオヤジ

（？）の言葉とは思えない“熱い

想い”があったのです。そのこと

に共感した札幌の建築家が参

画してくれたことでプロジェクトが

動き出しました。「森とイエ プロ

ジェクト」の原点は“危機感”と

“熱い想い”です。これからどん

なプロジェクトに育って行くのか

楽しみです。 

皆様、よろしくお願い 

いたします。(相馬) 

 昨年末に「森とイエ」に声をかけていただいた、N-

HOUSEの設計が順調に進んでいます。Nさんには建築

家コースを選んで頂き、設計は小倉が担当することに

なりました。 

 木造平屋建て、面積は33坪と比較的コンパクトな住

宅ですが、長い廊下とテラスが特徴的なプランになっ

ています。高気密高断熱であることはもちろん、構造や

仕上げに地域木材をふんだんに使う予定です。 

 工事は山形さんが担当することになり、 

9月着工、3月竣工の予定で計画が進 

んでいます。(小倉) 

建築家メンバー紹介！ 

 はじめまして。この度「森とイエ」に新メンバーとして参加することになりました、 

堀部太建築設計事務所の堀部です。「森とイエ」の活動は以前より興味深く拝見して 

いたこともあり、お話を頂いた際には二つ返事でお引き受けしました。 

 今回は自己紹介を兼ねて、私の設計した住宅をご紹介させて頂きます。 

 設計事務所を開設して最初に設計した住宅が「余白のある家」。札幌に建つ30才ご夫婦と子供2人

の4人家族の住宅です。延床面積は30坪で必要最小限の広さを確保し、外部に用途を定めない「余

白」のような空間を計画しました。この空間の使われ方が日々変化することで建物の表情が変わって

ゆきます。完成時が一番良い建築ではなく、長い年月をかけて手沢品(しゅたくひん)のような味わいを

備えてゆくような建築です。 

 私が設計する建築には、共通して「手沢品のように」という思いがあります。建築が使い手に長く愛さ

れることが、建築単体や街並み、地域コミュニティなどにおいて良好だと思うからです。「森とイエ」の、

地域を知り尽くした工務店と知識豊富な建築家が地場産材を活用し、地域に根ざした家づくりを進める

活動は、まさしくそのような建築を実現するシステムだと感じます。 

 新たにメンバーに加えて頂き、少しでも森とイエがパワーアップできるように頑張ります。よろしくお願い

します。(堀部) 
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住まいの見学会&ファクトリーツアー 

  名寄にも「森とイエ」の住まいをー。 以前から当社でも「森とイエ」で名寄に住宅を建てたいと考

えていました。今回、名寄在住のＴ様より住宅を建てたいとお話しがあり、森とイエの思想を伝え

たところ共感して頂き、工務店コースで住宅を建てます。Ｔ様邸は４人家族で（夫婦・子供 女

12・男11）、今まで住んでいた家（築40年・15年ほど前に購入）を取り壊し建て替えします。解体

する前には神主さんをお願いして今まで住んでいた家に感謝し、また、工事の安全祈願も込めて

お祓いをしました。 

 解体した家の玄関前に１本のオンコの樹がありました。秋には赤い実を付け、冬には雪の帽子

をかぶり、家族と共に成長して来た愛着のある樹なので、何とか移植をと考えましたが 

スペースと手入れを考えると難しく泣く泣く断念しました。解体前にオンコの樹の前で 

写真を撮りました。これから建てる家も愛着のわく家となり、長く住んで頂き家族と 

成長して行く家となる様に作りたいと思います。 (大野土建：山本明史) 

 

２つのプロジェクトの進捗に合わせ、恒例の見学会を開催します！ 

日時：平成３０年１１月３日(土) １３時００分～１５時４５分  

場所：下川町＆名寄市（集合・解散は下川町となります） 

実施内容：バスに乗車してのツアーです。 

【下川町】下川町役場前集合→２つの地域材加工工場見学→N-HOUSE（構造見学） 

→【名寄市】T-HOUSE(完成見学)→【下川町】下川町役場前解散  

新 

 完成イメージパース  完成イメージパース 

 2018年6月15日、南幌町にある「みどり野きた住まいるヴィレッジ」（2018年6月2日オープン）を森とイエメンバーで見学

してきました。ここは、「6組の建築家×地域工務店がコラボレーションして、南幌町にて地域に根ざした豊かな暮らし、まち

づくりを提案する新しいタイプの住宅展示場」です。森とイエの建築家メンバーも関わっており、コンセプトとも重なる部分が

多いということで、視察させて頂くこととなりました。中央公園に隣接した敷地は、名前のとおり「みどり」や「自然」が身近に

感じられる静かな環境で、札幌の住宅事情からするととても羨ましい限りでした。完成している5棟の見学ができたのです

が、其々がとても個性的で、それを一挙に見られたのも興味深かったです。5棟の中の2棟は、小倉さんと、櫻井さんが設

計されたもので、直接コンセプトなどを伺えたのは良かったです。いつものことながら、工務店メンバーの視点の違いがみら

れたのも面白く…。（右下写真） 

 展示されている住宅は購入もできるとのこと。南幌近郊での住宅購入をお考えの方は一度見ておいて損は 

ないかと思います。なんの根拠もないのですが、工務店さんや建設会社が元気な街は活気があるイメージが 

あります。北海道の様々な地方の街で地域の工務店さんが活躍していけるといいなとあらためて思いました。 

(新海) 

南幌町「みどり野きた 

住まいるヴィレッジ」を

見学してきました 

   


